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内容の要旨及び審査の結果の要旨
珪肺症は，遊離けい酸SiO2を含む粉塵を吸入することによって発症する塵肺症の一種である。その発症機序につ
いては，粉塵暴露でマクロファージや好中球が刺激され，活性酸素やリソゾーム酵素の作用によって肺の障害と線維
化が進行していくと考えられている。過酸化脂質は活性酸素等の作用により細胞膜等の脂質成分から生成されるもの
であり，珪肺症においてもその挙動が注目されている。本研究では，脂質過酸化の指標として汎用されているマロン
ジアルデヒド（MDA）とその関連物質であるアルケナールを用い，燧道工事に従事した粉塵作業者で，じん肺法に
規定するＸ線病型分類（PR）１型から４型に該当する珪肺症患者（珪肺症群）９６名をPR1型群（ｎ＝33）とPR2型
から４型までのPR2-4型群（ｎ＝63）の２群に分け，さらに健常者34名を対照群とし，血清中の過酸化脂質を測定し，
Ｘ線病型による重症度との関連性を検討した。さらに，喫煙習慣，食生活状況，年齢，血清脂質等，過酸化脂質に影
響を及ぼす可能性のある因子を考慮しながら解析した。その結果は次の如く要約される。
１．血清MDA値はプロパナール，ブタナール，ペンタナール，ヘキサナールの各アルケナール値との間で珪肺症群
対照群ともに有意な正の相関関係を示した。
２．血清MDA値，各アルケナール値と年齢，体格指数（BMI)，血清総コレステロール（ＴＯＨＯ）値との間には珪肺
症群，対照群ともに有意な相関関係はみられなかった。また，珪肺症群において粉塵暴露期間との間に有意な相関
関係はみられなかった。
３．年齢，血清TOHO値，喫煙習慣を調整した後のＸ線病型分類別の血清ＭＤＡの平均値は，対照群4.12nmol／皿，
ＰＲ１型群4.50,mol／m'，PR2-4型群5.77nmol／mlであり，Ｘ線病型の進展とともに有意に高値を示した（Ｐ＜0.01)。
４．年齢，血清TOHO値，喫煙習慣を調整した後のＸ線病型分類別の血清プロパナール，ブタナール，ペンタナール，
ヘキサナールの平均値は，いずれのアルケナール値もＸ線病型の進展とともに有意に高値を示した。
これらの結果は，珪肺症患者における血清中の過酸化脂質値が活性酸素等の作用による肺損傷の重症度の指標の一
つとなりうる可能性を示唆したものである。
以上，本研究は珪肺症におけるＸ線病型分類による重症度と血清過酸化脂質濃度の上昇との関係を明らかにしたも
のであり，労働衛生学の分野において多大な貢献をした労作と評価された。
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